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Ⅰ.プロローグ 

 ・自己紹介ー  川重で半世紀・OB、神戸工場在職30+ 年、 
             灘在住 70- 年  現在 海事関連学会・研究会など 

・清盛時代から明治初期の神戸港の地図ー 
               
           福原京、兵庫津、高田屋嘉平、造船所草創 

・景観、 神戸港域ー  



神戸港域俯瞰と 

この地域の         
川崎重工各工場 

川重・兵庫工場 

川重・神戸工場 

川重・神戸本社 
  (神戸駅前・ｸﾘｽﾀﾙﾋﾞﾙ) 

神戸空港 

ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ 

神戸開港(1868) 

景観 
 
そこに秘められた歴史、文化、ドラマが 
   たんなる景色・風景を景観にたかめる 
  
  海に開かれた神戸の美しい港の景色も                  
     川崎重工の歴史、製品群とその背景、ドラマを知れば 
  
        神戸港の景観として共有できるものとなろう、たとえ一部がなくなっていても          

景観 とは 
 ◈ 自然と人間界の事が入り混じる眺 
   め、現実のながめ (広辞苑)  

六甲ｱｲﾗﾝﾄﾞ 

川崎重工の始まりの時代 
 
 川崎重工は・・・・ 
1853年嘉永6年7月8日に「ﾍﾟﾘｰ
浦賀来航」。その僅か3か月後に

「大船建造の禁」は急遽解禁。造
船所建設の高まりの中、個人経
営として先ず、1878年(M.11.4)東

京築地に設置された川崎正蔵の
川崎築地造船所に始まる。西南
戦争直後、 138年前の事である。    

 郷土・鹿児島の友人・相談相手
の大久保利通はそのひと月後に
暗殺される。まさに激動の時代で
ある。 その3年後1881年(M.14)3
月兵庫造船所、その5年後1886
年M.19)官営兵庫製作所の現在

地に川崎造船所として集約した。 
この造船所の起業は、明治初年
の内外激動のﾄﾗﾏの時代背景を
持つ。爾来、海に、陸に、空に、こ
の地から発展を続けている。 

大型船 
入港ｺｰｽ 

中世・兵庫津 

明治開港・神戸港 

兵庫運河 

和田岬 

当日午前
の港内ｸ
ﾙｰｽﾞ見学
ｺｰｽ 

川重・製板工場⇒川崎製鉄 
⇒現・ﾊｯﾄ神戸 



清盛の時代(福原京の建設と経ケ島の築造) 

大輪田泊 
経ｹ島 

福原京 

出典:兵庫の歴史 

和田岬 

中世の開港① 

川重・神戸
工場位置 

人工島・経ｹ島の竣工 
は承安3年(1173)、広さ
は推定37ﾍｸﾀｰﾙ 



摂津国八部郡福原荘兵庫絵図 
元禄９（1696年） 

出典:「よみがえる兵庫の津」 
(神戸市立博物館) 

元禄9年､1696年兵庫津 川重・神戸
工場位置 

舟大工町 

東出町 

西出町 

東川崎町 中世の開港③ 

N 



東川崎町 
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パトリシ
ア会館 

正門 

東出町 
西出町 

高田屋嘉兵衛
(1769~1827)の北前
船における活躍 
 
淡路島出身、兵庫津 
に出て本店を東出町 
に置く。蝦夷地航路 
開拓、漁場運営、 
廻船業で活躍。 

高田屋嘉平
本店 場所 



神戸市兵庫区
西出町 

川重神戸工場
正門西すぐ 

JR神戸駅 

川重神戸工場 2016/6/22 海友フォーラム2012.4.26 7 

高田屋嘉兵衛 本店
の地に立つ記念碑 

 川重神戸工場正門近く 



1881年
(M.14) 内
務省地理
測量課刊
行1/5000 
兵庫神戸
実測図 に
よる  

明治14年頃の神戸港地図 

外人居留地 
小野浜造船所 

三菱神戸造船所
位置(設置以前) 

拡大率は各部で
夫々異なる 

川崎造船所ーー* 
  ﾊﾞﾙｶﾝ造船所(1869.M.2.4)*、 
    加賀藩兵庫製鉄所**(M2.8) 
  工部省兵庫造船所*  (上記を 
        (1877,M.10.1) 買収) 
       川崎築地造船所・兵庫 
     造船 分所*(1878,M11) 
       川崎兵庫造船所*   
                   (1881,M.14.3) 
  個人経営・川崎造船所* 
      (1881,M.19.5.集約) 
 ㈱川崎造船所* 
    (1896,M.29.10.15.設立)   

停
車
場 

外国人居留地ーー 
 1868.1.1(慶応3.12.7) 
~1899(M.32)7.16まで
存在。25.8万㎡ 

払
下
げ 

*東川崎町 
**東出町 

東川崎町 

東出町 



Ⅱ.川崎重工業㈱ 神戸工場 
    船舶海洋カンパニー 
    機械ビジネスセンター   略 
    プラント・環境カンパニー 略 
 
 

    ・工場の今昔 
     ・建造船トピツクス(神戸工場関係のみ) 

        戦前、軍艦等  
        記録ホールダー 戦後建造船抜粋 

    ・Legend Kawasaki No.1  Dock 
        ・ 川崎造船所のガントリークレーン 
 
 
パンフレツト 配布  計3種 1組   を参照の事 
  ・川崎重工業 神戸工場 
  ・KAWASAKI  NO.1  DOCK 
     ・川崎重工業  車両カンパニー兵庫工場 
 
             

Ⅱ.川崎重工業㈱ 神戸工場 



川崎重工業㈱神戸工場   

川崎重工業㈱ 歴史   

1878年(M.11)東京築地に川崎造船所 
1881年(M.14)神戸に川崎兵庫造船所 
1886年(M19)ここ湊川尻に川崎造船所 
1896年(M29)創業者・川崎正造の個人 
     経営より 株式会社川崎造船所に 
           初代社長・松方幸次郎～1927(S.2) 

その後の発展ー初期の神戸地区のみ、他は略 
1906年(M.39) 運河工場設立・車両部門 
     1913年(T.2)兵庫工場に改称 
1918年(T.7)葺合工場設置ー製板・鉄鋼部門 
      1950年(S.25) 川崎製鉄㈱として分離 
1919年(T.8)川崎汽船㈱設立ー船舶部門分離して 

創業者 
 川崎正造 
1837(天保8)～ 
 1912(大正1) 
  男爵 

初代社長 
 松方幸次郎 
1866(慶応1)～ 
 1950(昭和25) 

「川崎重工業㈱百年史」より 



川崎造船所の今昔 

湊川をわたる朝の通勤風景画 

神戸港からの川崎造船所全景 2007年 

旧湊川の川尻の
橋をわたり川崎造
船所への朝の通
勤社員の風景 

創業当時 
 
「川崎造船所40年史」より 



軽巡 神通 

重巡 麻耶 

戦艦 榛名 

航空母艦 瑞鶴 

伊6 潜水艦 

帆船 日本丸 (初代)    及び海王丸(初代)    

戦艦ー榛名*、伊勢、 加賀    
 計3隻 *民間最初建造戦艦 

航空母艦ー瑞鶴、大鳳、飛鷹、 
(加賀)、生駒(未完)計 4 +隻 

重巡ー 計5隻 

軽巡ー 計5隻 

潜水艦ー  
 計 約50隻 

大福丸型標準貨物船    同型 75隻 

その他艦艇**、商船各種多数 
 **駆逐艦 約23隻、水雷艇、海防
艦、砕氷船、給油艦等 

建造船 トピックス －戦前・軍艦等ー 

潜水艦第6 民間造船所として最初  
 の潜水艦建造、1906(M.39)。 
 佐久間艇長の悲劇 

写真「川崎重工業㈱百年史」、その他より 

神戸工場は戦前戦後、一時期は艦船工場命名 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Japanese_battleship_Haruna.jpg


建造船 トピックス  
記録ﾎｰﾙﾀﾞｰ戦後建造船 抜粋  

1 3 
2  4 

1.戦後日本輸出船第1号・ﾀﾝｶｰ “FERNMANOR” ﾉﾙｳｴｲ向け 1.8万トン    1950年(S.25) 

2.自動車専用船Ro/Ro式国内初 「第10とよた」PCC 2,500台積 川崎汽船向け 1970年(S.45) 
3.冷凍式LPG運搬船「第五ﾌﾞﾘｼﾞｽﾄﾝ丸] 7万1,500㎥ 新ｾﾐﾒﾝﾌﾞﾚﾝﾀﾝｸ方式大河内記念生産賞受賞 
4.高速ｶｰﾌｪﾘｰ「さんふらわ」 1.13万GT  日本高速ﾌｴﾘｰ向け 名古屋/鹿児島航路 1972年(S.45) 
 性能の優秀さと共に人気を呼び、以後現在まで「さんふらわ」の冠名の高速ﾌｪﾘｰは延べ約50隻 

写真 「川崎重工百年史」より 



Kwaaki News  より。
https://www.khi.co.jp/knews/backnumber/bn.html 
 

1998年(平成10年)  
文化庁 
2007年(平成19年)度
経済産業省 

① 

② 

1902年11月完成(6年にわたる難工事) 
  (日露戦争(1904.2.8～1905.9.5)勃発のちょうど2年前完成。 
  軟弱地盤克服新工法採用、 
  神戸港における最初の本格的ドックとして完成 

2014年 役目を終え、埋戻し 
  阪神・淡路大震災の被災、船型の大型化などによる。 

① 

② 

https://www.khi.co.jp/knews/backnumber/bn.html


川崎造船所のガントリークレー 

戦艦「榛名」建造の為に設置。軍艦建造の厳しい時代の中のドラマを孕む。 
永らく神戸港のシンボル的景観となる。1962(S.39)年船型大型化、建造法等変化のため解体。 

戦艦「榛名」の進水、1913年(T.2)12.14 

1911年(M.44)4月川崎造船所は 
 金剛型戦艦 3番艦「榛名」受注。 
                       4番艦「霧島」は三菱長崎造船所。 
   この為、川崎造船所は、建造に先立ちドイツ

設計の大型ガントリークレーンを発注、艤装用
にイギリス製大型クレーンを購入万全を期した。 
 「榛名」 : 全長214.6 m 排水量26,330 ton 

民間造船所として最初の主力艦建造 



Ⅲ. 川崎重工業㈱  
     車両カンパニー 兵庫工場 

・今昔全景 
・神戸港と川重製造車両 



「川崎重工業㈱百年史」「兵庫工場百年史」より、 

兵庫工場 1/2 

その始まり 
 

日露戦争終結の翌年
の1906(M.39)年5月、

川崎造船所は、その
定款に「汽車・車両・
機罐車」を加え、「運
河工場として、工場建
設に着手した。 
 
川崎車両㈱1928年
(S.3)~1969年(S.44)とし
て独立を経て、 

川崎重工車両事業本
部(兵庫工場として復
帰した。 
 
設立以来、110年、 

 新幹線車両をはじめ
鉄道車両製造を国内
外で地下鉄などと共に
世界に展開。 

1. 3. 兵庫工場全景 
2. 開設当時 
兵庫工場は神戸港内、郊外に繋がる兵庫運河に面している。 

1 

2 3 

兵庫運河 

神戸港 

港外へ 



「兵庫工場百年史」、兵庫工場 提供 ほか 

JR東海N700系ｱﾙﾐ合金製 (H.17)    

兵庫工場 2/2 

神戸港と新幹線車両----海を渡る 
     
   東北、北陸新幹線車両は兵庫運河から   
    神戸港で積み替えられ、仙台、金沢港へ   
    と運ばれた。 

ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ を走る    自動運転ﾎﾟｰﾄﾗｲﾅｰ 
                   2000形ｽﾃﾝﾚｽ製(H.17)  

神戸港海岸地下を
走る  海岸線地下鉄 
 5000系ｱﾙﾐ製  (H.12)    

efSET   

自社開発、世界基準・ 

海外対応新型高速鉄道
発   

JR東海 N700系   

JR西日本N700系 
   7000番代   

JR西日本 E7系      



Ⅳ. ・川重葺合製板工場今昔    
    川崎製鉄からHATこうべ 
 
   ・カワサキワールド 
 
   ・まとめー神戸港景観 
 
   ・謝辞 
   ・付録 
         ・参考文献 
 

Ⅳ. ・川重葺合製板工場今昔    
    川崎製鉄から HAT こうべ 



川崎重工の企業ﾐｭｰｼﾞｱﾑとして2006
年(H.18)5月、神戸海洋博物館内に開

設。今後の同社の発展、技術の進展
を受けて、更に充実が望まれる。 

川崎重工は新たに水素社会の実現
をめざして取り組むという。神戸港に
も関連施設が新たに出現するのも
近い。 

古く大輪田の泊、兵庫津から新時代の神戸港 
へと大きく発展してきた。多くの歴史遺跡に 
加え、「山が海へ」と喧伝された多くの人工島で 
様変わりした神戸港。阪神・淡路大震災と貿易環境の変化から、往年の「世界の神戸港」は「開港150年」を来
年に控えて、21世紀「新時代の神戸港」へと変質をとげつつある。神戸空港進入時、大型ｸﾙｰｽﾞ客船入港時、
超大型コンテナ船の入港等は、「 「海・市街・六甲山」のとマッチした美しさである。それは多くの歴史とドラマを

孕んだ景観を演出している。今後の神戸市と神戸港の進化、発展でさらにその内容が深くなってゆくことを期
待する。最後に、此処を創業の地とする川崎重工㈱の発展の軌跡が、「神戸港の景観」に今後も貢献を深める
ことも併せて期待する。(おわり) 

阪神・淡路大震災の被災復
興を契機に再開発されて、別
の姿となったが、製鉄分野へ
進出の歴史とﾄﾗﾏをのこす。 

開設当時 

HAT神戸となった現在 葺合工場跡 

神戸港 

川崎重工発祥の地・神戸工場を目の前に立つ海洋博物館とカワ
サキワールドの展示は、同社の手掛けモニュメントと共に象徴的
な施設となっている。蓄積された技術遺産とドラマを伝えている。 
神戸港のいち景観といえよう。 

神戸港に面したﾒﾘｹﾝ広場。海洋博物館とﾓﾆｭﾒﾝﾄ、ﾎﾟｰﾄﾀﾜｰー 

カワサキ・ワールド 

まとめー神戸港景観 

葺合工場 川崎製鉄を経て「HATこうべ」 



1.明治日本の産業革命遺産ーー構成資産と産業・時期 

時期 製鉄・製鋼 造船 石炭産業 

初期・ 
発展期 

•萩（萩反射炉、 
大板山たたら製鉄遺跡
等） 
•鹿児島（集成館） 
•韮山（韮山反射炉） 
•釜石（橋野鉄鉱山・高炉
跡） 

•萩（恵美須ヶ鼻造船
所跡等） 

•佐賀（三重津海軍所
跡） 
•鹿児島（集成館） 

•長崎（小菅修船場
等） 

•長崎（高島炭鉱、
端島炭鉱等） 
•三池（三角西（旧）
港） 

産業形成
期 

•八幡（八幡製鐡所） •長崎（長崎造船所） 
•三池（三池炭鉱、
三池港） 

付録 1.明治日本の        2.神戸港域          3.パンフレツト3種 
      産業革命遺産.         の造船所 
          製鉄、鉄鋼、造船、石炭産業        開設時期 等    神戸工場 、          
     2015年の第39回世界遺産委員会     川崎、三菱      kawasaki No.1 DOCK   
    でUNESCOの世界遺産リストに登録    小野浜 など          兵庫工場 

1. 明治日本の産業革命遺産ーー構成資産と産業・時期 

付録 1.明治日本の        2.神戸港域          3.パンフレツト3種 
      産業革命遺産.         の造船所 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AC%AC39%E5%9B%9E%E4%B8%96%E7%95%8C%E9%81%BA%E7%94%A3%E5%A7%94%E5%93%A1%E4%BC%9A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AC%AC39%E5%9B%9E%E4%B8%96%E7%95%8C%E9%81%BA%E7%94%A3%E5%A7%94%E5%93%A1%E4%BC%9A
https://ja.wikipedia.org/wiki/2015%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/2015%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AC%AC39%E5%9B%9E%E4%B8%96%E7%95%8C%E9%81%BA%E7%94%A3%E5%A7%94%E5%93%A1%E4%BC%9A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AC%AC39%E5%9B%9E%E4%B8%96%E7%95%8C%E9%81%BA%E7%94%A3%E5%A7%94%E5%93%A1%E4%BC%9A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AC%AC39%E5%9B%9E%E4%B8%96%E7%95%8C%E9%81%BA%E7%94%A3%E5%A7%94%E5%93%A1%E4%BC%9A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AC%AC39%E5%9B%9E%E4%B8%96%E7%95%8C%E9%81%BA%E7%94%A3%E5%A7%94%E5%93%A1%E4%BC%9A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AC%AC39%E5%9B%9E%E4%B8%96%E7%95%8C%E9%81%BA%E7%94%A3%E5%A7%94%E5%93%A1%E4%BC%9A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E9%9A%9B%E9%80%A3%E5%90%88%E6%95%99%E8%82%B2%E7%A7%91%E5%AD%A6%E6%96%87%E5%8C%96%E6%A9%9F%E9%96%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%96%E7%95%8C%E9%81%BA%E7%94%A3


3.パンフレツトの概要  会場にて参加者に配布 3種  川崎重工提供                                     
 1).神戸工場  (A4 x 10頁)ー 沿革、工場、各ｶﾝﾊﾟﾆｰの概要・規模、製造内容など 
    [船舶海洋ｶﾝﾊﾟﾆｰ] 建造船ーBilk Carrier, Jet Foil,潜水艦、官公庁船 、       
                     船台2基～3.4万GT、Dock 3基～ 5.9万GT、 
         大型船は坂出 及び南通・大連(共に中国と合弁)工場にて建造、 
    [舶用機械] 大型ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ、舶用ﾀｰﾋﾞﾝ、舶用推進器。 [ｴﾈﾙｷﾞﾟ・環境プラント]     
   2). KAWASAKI No.1 DOCK   (A4 x 21頁) 
          ドツク概要、建造プロゼクト、建造工事概要、工事論文、ドツク図面等 
 3).兵庫工場     (A4 x 15頁)   
    100年以上にわたり9万両もの鉄道車両建造と技術革新。製品群。      
    新幹線で活躍する KAWASAKI の鉄道車両。米・英・ｱｼﾞｱを走る多彩な車両 
    海外現地法人米国2社。次世代設計開発など紹介 

2.神戸港域 造船所のはじまり 
 企業名      起業と経営           払下げ         合資会社     株式会社 
川崎造船所       1878.東京築地・個人 1886.川崎兵庫  ーー              1896(M.29) 
三菱長崎(参考)  1884.三菱合名     1887        1893(M.26)          1917(T.6) 
三菱神戸      1905(M.38) 株式  －－         －－         1905(M.38) 
神戸小野浜造船所 : 小野浜鉄工場(1868)→(民営)小野浜造船所(1878) 
                              →(官営)小野浜造船所(1884) →閉鎖(1895)   
 神戸製鋼     1905(M.38)                                  
<< ﾍﾟﾘｰ浦賀来航1853.7(嘉永6)、「大船建造禁」の廃止1853.10、幕府浦賀造船所        
                                      1853.1～1868(M.元) >> 

2.神戸港域 造船所のはじまり 
 企業名      起業と経営       払下げ     合資会社   株式会社 

3.パンフレツトの概要      会場にて参加者に配布 3種  川崎重工提供  
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8.「神戸港震災復興誌ー 1995年 は阪神淡路大震災ー港湾施設の復旧の記録             
                  運輸省第三港湾建設局神戸港湾工事事務所 平成10年1月 
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10.「航空写真集 新・兵庫を飛ぶ」 田中眞吾、神戸新聞総合出版センター、平成11.12.20 
11.「造船王 川崎正造の生涯」三島康雄、同文館出版 平成5.7.30 
12. 「火輪の海「上」松方幸次郎とその時代」神戸新聞社編、神戸新聞出版ｾﾝﾀｰ、 1989.10.20 
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